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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
本体と、
　この本体上に設けられ食器かごに載置された食器類を収容するケースと、
　このケースに温風を供給する温風供給装置を備えた食器乾燥器において、
　前記食器かごには包丁が抜き差し自在に収納される包丁ケースが取り付けられ、
　この包丁ケースは外ケースと内ケースが嵌合されてケース状をなしかつ、
　前記内ケースの先端部には、係止突片が設けられ、この係止突片は前記外ケースの先端
に設けられた係合凹部に係合することを特徴とする食器乾燥器。
【請求項２】
本体と、
　この本体上に設けられ食器かごに載置された食器類を収容するケースと、
　このケースに温風を供給する温風供給装置を備えた食器乾燥器において、
　前記食器かごには包丁が抜き差し自在に収納される包丁ケースが取り付けられ、
　この包丁ケースには前記食器かごへの取り付け時、食器かごのかご枠に係合する取付係
合片と食器かごの底部線材間に挿入される回転防止用の回転防止片が設けられたことを特
徴とする食器乾燥器。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
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　本発明は食器乾燥器に係り、特に食器かごに包丁ケースが取り付けられた食器乾燥器に
関する。
【背景技術】
【０００２】
　一般に食器類を迅速かつ衛生的に乾燥するために、食器かごが収納されたケースに温風
を供給する食器乾燥器が用いられている。
【０００３】
　さらに、食器かごと蓋体との間の空いたスペースを利用して包丁を収納する包丁ケース
を取り付けたものが知られている（特許文献１）。
【０００４】
　この特許文献１に記載の包丁ケースは、包丁挿入口側端部が直線的（フラット）である
ため、包丁の刃の長さが包丁ケースの長さより長くあるいは包丁が包丁ケースに斜めに差
し込まれて、刃が包丁ケース外に露出している場合には危険であり、特に刃が上を向いて
いる場合には危険である。
【０００５】
　また、右ケースと左ケースが両ケースの長手方向の下端部に設けられた係止片と突起と
の係合によりケース状に一体化されているため、合成樹脂製板状に形成された両ケースの
反りによって両ケース間に空隙が生じ、美観に劣り、塵埃が溜まり易く不衛生になり、さ
らに、強度的にも劣るなどの問題がある。また、両ケースの係合部に合成樹脂の可撓性を
利用したいわゆる薄肉のセルフヒンジを用いる場合には、包丁の刃により、破損される問
題がある。
【特許文献１】特開２００２－３４８８７号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　本発明は上述した事情を考慮してなされたもので、包丁の取り出し挿入が安全で美観に
優れ、衛生的で強固な包丁ケースを備えた食器乾燥器を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　上述した目的を達成するため、本発明に係る食器乾燥器は、本体と、この本体上に設け
られ食器かごに載置された食器類を収容するケースと、このケースに温風を供給する温風
供給装置を備えた食器乾燥器において、前記食器かごには包丁が抜き差し自在に収納され
る包丁ケースが取り付けられ、この包丁ケースは外ケースと内ケースが嵌合されてケース
状をなしかつ、前記内ケースの先端部には、係止突片が設けられ、この係止突片は前記外
ケースの先端に設けられた係合凹部に係合することを特徴とする。
　また、本発明に係る食器乾燥器は、本体と、この本体上に設けられ食器かごに載置され
た食器類を収容するケースと、このケースに温風を供給する温風供給装置を備えた食器乾
燥器において、前記食器かごには包丁が抜き差し自在に収納される包丁ケースが取り付け
られ、この包丁ケースには前記食器かごへの取り付け時、食器かごのかご枠に係合する取
付係合片と食器かごの底部線材間に挿入される回転防止用の回転防止片が設けられたこと
を特徴とする。
【発明の効果】
【０００８】
　本発明に係る食器乾燥器によれば、包丁の取り出し挿入が安全で美観に優れ、衛生的で
強固な包丁ケースを備えた食器乾燥器を提供することができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【０００９】
　以下、本発明の一実施形態に係る食器乾燥器について添付図面を参照して説明する。
【００１０】
　図１は本発明に係る食器乾燥機の蓋体を開けた状態での正面図であり、図２はその側面
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断面図である。
【００１１】
　図１及び図２に示すように、本発明に係る食器乾燥器１は、本体２と、この本体２上に
設けられ、食器かご３に載置された食器類（図示せず）を収容するケース４と、このケー
ス４に温風を供給する温風供給装置５を備え、図３に示すように、さらに、食器かご４に
は包丁が抜き差し自在に収納される包丁ケース６が取り付けられている。
【００１２】
　本体２は不透明合成樹脂製で扁平矩容器状をなし、その内部には、温風供給装置５が収
容されており、この温風供給装置５はファン７ａとモータ７ｂからなる送風機７と、この
送風機７にダクト８を介して連通されるヒータ９からなり、本体２の底部に設けられた空
気吸込口１０から吸い込まれた空気を加熱して、空気吹出口１１からケース４に吹き出す
ようになっている。
【００１３】
　本体２の上部開口部には食器類から落ちる水滴などを受けるステンレス製のシンク１２
が設けられており、さらに、このシンク１２には食器かご３が載置されている。
【００１４】
　図４に示すように、この食器かご３はステンレス製で、太めの線材からなるかご枠３ａ
に、所定の間隔を設けて網状かつかご状に形成した多数の線材３ｂを取り付けて形成され
ている。
【００１５】
　また、図１に示すように、ケース４は空気排出口４ａ１が設けられ、ケースの一部を構
成するように膨出する透明合成樹脂製の固定ケース部４ａに、ケースの一部を構成するよ
うに膨出する透明合成樹脂製の蓋体４ｂが、回動自在に軸支されて形成されている。なお
、本実施形態ではケースを固定ケース部と蓋体で形成する例で説明したが、ケースは一体
形状のものであってもよい。
【００１６】
　図５（ａ）～（ｄ）に示すように、包丁ケース６は多数の通気孔６ａ１が設けられた透
明合成樹脂製板状の外ケース６ａに、この外ケース６ａと略同一の形状をなし、多数の通
気孔６ｂ１が設けられた内ケース６ｂが挿入嵌合されてケース状に形成されて、包丁Ｋの
刃Ｋ１が収容される刃収容部６ｃが設けられ、さらに、包丁Ｋの挿入口側端部には把手Ｋ

２の一部が挿入される挿入凹部６ｄが設けられている。
【００１７】
　この挿入凹部６ｄは、例えば丈高の台形状で、その深さ（長さ）は、通常把手Ｋ２の長
さが１００～１４０ｍｍであり、その長さの半分程度が包丁Ｋの取り出し挿入時の安全上
好ましく、特に５０～７０ｍｍであるのが好ましく、また、その幅は把手Ｋ２の先端近傍
を握りにくくするようにする。
【００１８】
　また、外ケース６ａには、挿入凹部６ｄの一側凹部６ｄ１（図７参照）、多数の通気孔
６ａ１が設けられた主板部６ａ２と、この主板部６ａ２の外周端部に立設された係止突条
６ａ３と、この係止突条６ａ３から内方に突出する係合突起６ａ４、主板部６ａ２先端に
設けられた係合凹部６ａ５、食器かご３への取り付け時、食器かご３のかご枠３ａに係合
し主板部６ａ２の外面に設けられた取付係合片６ａ６と、線材３ｂ間に挿入される回転防
止用の回転防止片６ａ７が設けられている。
【００１９】
　一方、図６（ａ）～（ｂ）に示すように、内ケース６ｂは、外ケース６ａと略同一の形
状、すなわち主板部６ａ２の形状に近く、図７に示すように、両ケースの挿入嵌合時、多
数の通気孔６ｂ１の位置及び挿入凹部６ｄの他側凹部６ｄ２が一致するようになっており
、さらに、内主板部６ｂ１の外周端部には両ケースの挿入嵌合時、主板部６ａ２の係止突
条６ａ３及び係合突起６ａ４と係合する内係止突条６ｂ３が設けられ、また、係合凹部６
ａ５と凹凸係合する係合突片６ｂ５が設けられている。
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【００２０】
　一般に上記外ケースや内ケースのような合成樹脂製の薄肉板状体を射出成形すると、外
周端部に突条が形成されていない側に反る。このため、この反る側をお互いに外側にして
、両ケースを挿入嵌合するようにすれば、双方の外側に向かう力が働いて、係合部分を介
して両ケースがより強固に係合し、両ケースに空隙が生じることがない。
【００２１】
　なお、図中符号１３は哺乳びんなどを乾燥させるための温風スタンドであり、倒立して
挿入された哺乳びんなどの内部に温風を送り乾燥させるのに用いられる。符号１４はシン
クから落下する水を受ける水受けカップであり、本体に着脱自在に挿入されている。
【００２２】
　本実施形態の食器乾燥器は、上記構造を有するので、図２に示すように、食器かご３に
食器類（図示せず）を載置し、包丁Ｋを包丁ケース６に挿入し、温風供給装置５を作動さ
せて、空気吸込口１０から吸い込まれた空気を加熱して、空気吹出口１１からケース４に
吹き出し、食器類及び包丁Ｋを乾燥させる。
【００２３】
　乾燥完了後、必要に応じて食器類及び包丁Ｋを取り出して使用するが、包丁Ｋの取り出
し時、通常把手Ｋ２の長さの半分は挿入凹部６ｃに挿入され、また、把手Ｋ２の先端近傍
を握りにくくなっており、把手Ｋ２を握った手と刃収容部６ｃに収容された刃Ｋ１との距
離を十分取る必要があるので、取り出し時、刃Ｋ１により手を傷つけることがなく安全で
あり、さらに、刃Ｋ１が刃収容部６ｃから露出している場合にも安全であり、特に包丁が
上下逆さまに挿入され刃Ｋ１が上を向いて露出している場合にも安全である。また、包丁
Ｋを包丁ケース６に挿入する場合、挿入凹部６ｄが設けられているので、把手Ｋ２の後半
部分を握らないと、包丁Ｋを包丁ケース６に挿入することができないので、後半部分を握
るため安全である。
【００２４】
　食器乾燥器が長期間使用され、包丁ケース６を洗浄する場合には、図３に示すような包
丁ケース６の取付係合片６ａ６とかご枠３ａの係合を外して、包丁ケース６をケース４外
に取り出し、図６に示すような包丁ケース６の組立時とは逆に、係合凹部６ａ５と係合突
片６ｂ５との凹凸係合を解除し、内ケース６ｂを外ケース６ａから引き出し両ケースを洗
浄する。洗浄後は引き出し時とは逆に内ケース６ｂを外ケース６ａに挿入、嵌合させ、係
合凹部６ａ５と係合突片６ｂ５を凹凸係合させる。このように、両ケースの挿脱は容易で
あると共に、両ケース間に空隙が生じず、美観に優れ、塵埃が溜まり難く衛生的であり、
強度的にも強い。
【００２５】
　また、洗浄され組立てられた後の包丁ケース６は、再び図３に示すように、食器かご３
に取り付けられるが、食器かご３への取り付け時、食器かご３のかご枠３ａに取付係合片
６ａ６を係合し、線材３ｂ間に回転防止片６ａ７を挿入して行うので、包丁ケース６は容
易かつ回転することもなく、確実に食器かご３に取り付けられる。
【００２６】
　上述した本実施形態の食器乾燥器によれば、包丁の取り出し挿入が安全で美観に優れ、
衛生的で強固な包丁ケースを備えた食器乾燥器が実現される。
【図面の簡単な説明】
【００２７】
【図１】本発明の食器乾燥機の蓋体を開けた状態を示す正面図。
【図２】本発明の食器乾燥機の側面断面図。
【図３】本発明の食器乾燥機に用いられる包丁ケースの取り付け状態を示す斜視図。
【図４】本発明の食器乾燥機に用いられる食器かごの平面図。
【図５】本発明の食器乾燥機に用いられる包丁ケースを示し、（ａ）は上平面図、（ｂ）
は側面図、（ｃ）下平面図、（ｄ）側面図。
【図６】本発明の食器乾燥機に用いられる包丁ケースの内ケースを示し、（ａ）は平面図
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【図７】本発明の食器乾燥機に用いられる包丁ケースの組立状態を示す平面図。
【符号の説明】
【００２８】
１　食器乾燥器
２　本体
３　食器かご
３ａ　かご枠
３ｂ　線材
４　ケース
４ａ　固定ケース部
４ｂ　蓋体
５　温風供給装置
６　包丁ケース
６ａ　外ケース
６ａ１　通気孔
６ａ５　係合凹部
６ａ６　取付係合片
６ａ７　回転防止片
６ｂ　内ケース
６ｂ１　通気孔
６ｂ５　係合突片
６ｄ　挿入凹部

【図１】 【図２】
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